
１．はじめに

本稿では，郊外の田園地域におけるデザインの実践活動としておこなった『美唄式あぜ道ピクニック』の事例を

もとに，コミュニケーションデザインとしての「ピクニック」という手法について検討してみたい。前半では，コ

ミュニケーションデザインとしての「ピクニック」という着想にいたった背景について，おもに近代以降のデザイ

ンの意味の拡がりと，コミュニケーションデザインとしての「ピクニック」という考え方にいたった経緯について

述べる。後半では，その実践例として，2013年度に実施した『美唄式あぜ道ピクニック』という活動を紹介し，そ

の主旨と成果について報告する。

２．「ピクニック」を企画した背景と経緯

2-1．デザインの範囲のひろがり

19世紀以降，近代の大量生産への流れや産業振興とともに発展してきたデザインは，現代にいたっては「ものづ

くり」にとどまらず幅広い文脈で使われる便利な言葉として，ますます意味と役割を拡大している。従来の「グラ

フィックデザイン」や「プロダクトデザイン」といったデザインにおける職能や専門分野をあらわす語のほかに，

「○○デザイン」というかたちの言葉が増えたことは，デザインの役割の拡がりを示していると考えられる。「○○

デザイン」という呼称の中には，「情報デザイン」のように新しいデザインの専門分野としての地位を確立したと思

われるものもあれば，「クリティカルデザイン」のように方法論を指す場合もある。さらに，「コミュニケーション

デザイン」「サービスデザイン」「ワークショップデザイン」のようにデザインの対象を指す場合もある。現在は，

かならずしも美的価値を重視した造形行為だけでなく，工学や経済学，社会学を背景として，広い意味での価値

の創出を目的とするところに「デザイン」の語が使われる機会が増えている。

「デザイン」という言葉が広範に使われるようになった背景には，ものをつくって売ることで消費と経済規模を

拡大していく社会ではなく，人びとの暮らしにおける価値が多様化していく社会があり，それにあわせてデザイ

ンの対象も拡大してきたと考えることができる。目に見えるものや手で触れるもの以外をデザインの対象とする

考え方が中心的になってきたことと，「○○デザイン」というかたちで他のデザインとは異なる対象を扱っている

ことを明示することとは循環しており，相互参照的な現象と見ることができる。

こうして対象と意味を拡大してきたデザインは，言葉としてはさまざまだが，共通した傾向を見ることができ

る。それは，「ものづくり」から「しくみづくり」への変化である。デザインの対象は，具体的なもの(プロダクト)

の造形から，目に見えない「しくみ」づくりや，その場における人びとの「ふるまい」のかたちづくりへと重心を移

してきたといっても良い。たとえばコミュニケーションデザインは，原義的には人と人，または人とものとのメッ

セージのやり取りを円滑におこなうための方法であったが，現実にはそのコミュニケーションをささえる環境も

視野に入れなければならない。なぜなら，コミュニケーションは，単純なデータの受け渡しではなく，コンテク

ストを含めた活動であるからだ。また，ヨーロッパを中心に発展してきたサービスデザインでは，ものを売り買

いするサービスだけではなく，企業と生活者とがサービスのプロセスを「共創」というかたちで共有することが重

要であると考えられている 。送り手／受け手の意識ではなく，ともに参加者であるという感覚を生み出すことに

より，サービスを一連のプロセスとしてとらえるのがサービスデザインの考え方である。こうした考え方からわ

かるように，現代におけるデザインは，たんに「ものづくり」にとどまらず，広い意味での「しくみづくり」や「場づ

くり」をふくむコミュニケーションのしくみづくりを視野に入れた営みになってきたといえる。

デザインがそうした状況にあるなかで，筆者は，コミュニケーションデザインのひとつの変型として，「おもて

なしのデザイン」という考え方が有効ではないかと考え，デザインの実践活動のなかに取り入れてきた。「おもて

なしのデザイン」とは，情報を伝達する形式のコミュニケーションデザインではなく，主客が一体となって場をつ

くる形式のコミュニケーションのあり方と，それをつくり出す手法を提案するものである。
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2-2．コミュニケーションデザインと「おもてなし」

「おもてなし」という言葉は，普通は接客業の心得などとして使われることが多く，心のこもった接遇，という

ような意味合いで使われる。これを商業的な場面にとくに限定すると，「おもてなし」は，「サービス料金等には含

まれない無償の奉仕」とも解釈されやすい。だが，ここで提案する「おもてなしのデザイン」は，「無償の奉仕」で

はなく，コミュニケーションを支えるデザインのひとつの考え方として扱いたい。

「もてなし」は，漢字で「持て－成し」と書く。参考に語源辞典で「もてなす」の項を見ると，次のようにある 。

モテナス【持て成す】：大事にする。馳走する。モツ(持つ)とナス(成す)の複合語。取り持って行動する意か

ら。

取り持つということは，なにかの間に立ってことがうまくいくように世話をする仲立ちをする，ということで

ある。仲立ちは「媒(なかだち)」とも書くことから，場の媒介をするという意味が，すでに「もてなし」の語源の中

に含まれているともいえる。前項でふれたとおり，ものづくりではなく場やしくみをデザインするという考え方

は，近年にデザインの中心的課題となってきたものだが，日本語の「もてなし」には，すでに「場のデザイン」に相

当する考え方が含まれていることは興味深い。デザイン(design)という語がすでにあったかどうかは別として，ま

たデザインする主体がデザイナーであるかどうかは別として，「もてなし」とは，主体による意図のあらわれ(＝か

たちの具現化)であり，一種のアノニマスデザインだということもできる。柳宗理のエッセイ の中に，柳が「アノ

ニマスデザイン」という言葉に最初に出会ったのは1956年だったという記述があり，例としてジーパンや野球の

ボール，ピッケルをあげてアノニマスデザインの良さが紹介されている。また，名もなき職人によってつくられ

た民藝の健康な美しさについても言及している。柳があげたこれらの例は，ものづくりに関するアノニマスなデ

ザインである。同様に，日本に古くからある「おもてなし」の所作や作法は，アノニマスなコミュニケーションデ

ザインといえるのではないだろうか。そう考えると，プロダクトデザイナーとしての柳がアノニマスデザインの

良さを評価しつつ，ユニークなのびやかさと機能性を兼ね備えた仕事を残したのと同様に，コミュニケーション

のしくみづくりを「おもてなし」の良さを参考にしながらデザインの問題として検討し，実践していくことができ

るのではないか，と考えたのが，そもそもの「おもてなしのデザイン」の発想である。

2-3．「ピクニック」とはどのようなコミュニケーションか

では，なぜ「おもてなしのデザイン」を実践するうえで，ピクニックというテーマを選んだのか。ピクニックと

コミュニケーションデザインとは，どのように関係があるのだろうか。

ピクニックというと，一般的には屋外で飲食をする娯楽のことである。そのため，なにかのイベントごとをピ

クニックとして性格づける要素は，「屋外」と「飲食」にあるように思われる。だが，東京ピクニッククラブを主催

する太田浩史 は，ピクニックとは，ひとことでいえば社交であると述べている。太田によると，歴史的な経緯を

みると，ピクニックのブームは1800年代と19世紀なかばのロンドンを中心としたもの，20世紀に入ってからの

アメリカ，と３回あるようである。そうしたピクニックの成り立ちをみていくと，ピクニックとは屋外や家族で

というよりもまず先に，皆が食事を持ち寄って場を共有する社交の形形式だという 。もともとピクニックとは，

労働と余暇，都市と郊外，という対比があらわになっていく時代の中で，人びとが余暇の時間を郊外で過ごしな

がら社交する場として成立してきた，というように太田は述べている。

では，「屋外」「飲食」という点は二の次で，ピクニックにとってはどうでも良いことなのかというと，もちろん

そういうわけではない。筆者なりに理解すると，「屋外」であることや「飲食」をするということを媒介として，そ

のとき・その場にいる人びとの間にコミュニケーションが起こり，社交の場としてのピクニックが生まれるので

ある。

逆にいえば，「屋外」の場のしつらえや，「飲食」するという行為がうながされるしくみを用意することが，その

場に参加する人びとのコミュニケーションを生み出すのではないか，という考え方が本実践の根底にはある。ま

た，そのコミュニケーションとは，なにかの知識が一方から一方へと伝達されたり，具体的な合意形成がおこな

われたりするような形式のコミュニケーションとは異なる。筆者が実施した活動『美唄式あぜ道ピクニック』の場

合の「ピクニック」とは，普段は接点のない市内外の人びととの間に対話の回路を生み出すためのしかけであり，
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ここでいうコミュニケーションとは対話の回路のことと考えた。

３．『美唄式あぜ道ピクニック』の実践

3-1．実践の概要

以上のようなコミュニケーションデザインの考え方を実践するため，2013年度，札幌大谷大学と美唄サテライ

ト・キャンパスとの協働事業の一環として，『美唄式あぜ道ピクニック』を企画・実施した。これは，地域の人と

外から訪れる人とが主客一体となって地域ならではのピクニックをつくりあげる，というデザインプロジェクト

である。空間のしつらえや，料理などを媒介として，市内外の参加者が地域の良さをともに味わい，地域に内在

する日頃は見すごしがちな価値を発見することを目的としている。企画の主体者として参加した大学生は７名で，

リサーチの進捗上の必要に応じて美唄市内の施設を運営されている方々や農家の方々，特産物を使った料理を研

究されている方々，美唄サテライト・キャンパスの方々などと協働して準備を進めていった。ピクニックの実施

場所を選定するためのフィールドリサーチから，空間を構成する道具類の検討，食材の調査と料理方法の検討な

どに約半年の準備を経て，2013年８月にピクニックを実施した。プロジェクトの概要を図表１に示す。

①地域の特徴

美唄市は，かつて道内有数の炭鉱の町だったが，時代とともに炭鉱が閉山した現在では，農業と観光に特徴の

ある地域である。農産物としては，ハスカップの収穫量が日本一であるほか，米の栽培も盛んで，米粉を使った

パンやお菓子が種々販売されている。また，グリーンアスパラガスの栽培に向いた土地柄を活かし，餌にアスパ

ラを与えて飼育した羊のブランディングなどもおこなっている。観光の面では，市内西部にはマガンの飛来地と

して知られラムサール条約登録湿地でもある宮島沼，丘陵・山岳地の市内東部には自然の景色を活かした広大な

彫刻公園であるアルテピアッツァ美唄などがある。一方で，人口の減少と少子高齢化，地域経済の停滞，市内の

短期大学の閉校という厳しい現実もあり，地域を活気づけるとり組みを積極的におこなっている。地域資源を効

果的に結びつけ，活かすことによる地域づくりのために美唄サテライト・キャンパスが2012年度から組織され，

2013年度には札幌大谷大学との「地域と大学の連携による協働事業」のひとつとして『美唄式あぜ道ピクニック』

を実施した。

②ピクニックの場所の選定

2013年４月からの学生たちとのフィールドリサーチは，まずはピクニックをおこなうための場所の選定と，地

域の魅力を他者の視点からあらためて発見し，それを活かして地域ならではのピクニックをつくりあげる方法を

考えるところから始めた。当初は，美唄市内の観光名所であるアルテピアッツァ美唄や宮島沼の景観を活かすこ

とや，市内にある農道離着陸状の広々とした滑走路を借りることが，美唄らしさになるのではないかと考えた。

しかし下見を重ね，地域の方々とも相談するうちに，移動の際に通りかかる何気ない畑や田んぼの景色が非常に

美しく味わい深いことに興味が移っていき，そうした「普通の」場所を会場にする方が良いのではないかと考える

ようになった。そうすることで，美唄の豊かな農作物と，美しい田園の景観を切り口としたピクニックにするこ

とができると思えたからだ。景観の美しさでいえば，観光名所として多くの人が訪れる場所は市内に多くあり，

それぞれ非常に魅力的だが，それら以外にも広々とひろがる田んぼの風景など，何気ない場所にも自然の美しさ

が遍在している(写真１)。そこで，今回はあえて知名度のある観光名所ではなく，田んぼの中のあぜ道をピクニッ

クの会場として選ぶことにした。

図表1：『美唄式あぜ道ピクニック』のプロジェクト概要

主催 札幌大谷大学，美唄サテライト・キャンパス運営協
議会

取り組みの内容 美唄市の地域活性化のため，地域の資源を活用した
イベント『美唄式あぜ道ピクニック』を企画提案し，
美唄市内で実行する。

期間 2013年４月～９月
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③コンセプト

『美唄式あぜ道ピクニック』のコンセプトは，「食・農・アートの融合」とした(図表２)。

ピクニックの料理は，参加者のコミュニケーションを促す媒介であり，また美唄市では米や小麦をはじめ，ハ

スカップや新鮮な野菜も多く収穫されるため，ピクニックのひとつめのキーワードは，まず「食」である。

ふたつめの「農」は，遠くに山を眺めながら市内にひろがる広大な田んぼと，広々とした空がつくりだす美しい

田園風景を指す。市内にはほかにも景観を特色とした観光名所が複数あるが，あえて普通の田んぼの真ん中を開

催場所としたのは，ピクニックを彩る料理の材料を生み出す場であることと，日頃は景色を楽しむことを目的と

しては顧みられない場所に，参加者が自由に美を見出して地域の良さを感じることに意義があると考えたためで

ある。

最後のキーワード「アート」は，場のしつらえをあらわす。同じ場所でも，座り方，ほかの人との距離，料理の

盛りつけ方，場を華やげる装飾などによって，参加者にとってのその場の感じ方は違ってしまう。そこで，参加

者が座るためのテーブルとイスの制作や，会場の装飾，食事の時間を彩る音楽の演奏など，ピクニックを楽しむ

ための要素にさまざまなしかけを盛り込んだ。ただし，なるべく手づくりで，景観の自然の美しさを損なわない

ものを企画・制作するよう心がけた。

ピクニックの企画と準備は，札幌大谷大学の学生が中心となり，適宜美唄市内のさまざまな専門家にヒアリン

グをしつつ進めた。ピクニックの当日は，これらの準備にかかわった市内在住者／市外在住者が時間と場を共有

して食事と風景を楽しむ，という趣向である。市内からの参加者と市外からの参加者との交流をはかることで，

⑴市内在住者にとっては，外からの視点が入ることで，みずからの地域の良さを再確認することができる，⑵市

外在住者にとっては，一時的に訪れるだけの観光客としての目線ではなく，より地域に踏み込む経験をすること

ができる，という意図である。

写真1：美唄市内の田園風景

図表2：『美唄式あぜ道ピクニック』のコンセプト図
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④空間のしつらえの検討

空間のしつらえは，自然の素朴な美しさを損なわないものを手づくりすることにし，景観にそぐわない折りた

たみのパイプ椅子やビニル製の敷物，また大規模な音響機材などは使わない方針にした。ピクニックのしつらえ

として最低限必要なものは，まず，参加者が座ったり料理を置いたりするための敷物，またはテーブルとイスで

ある。検討の結果，料理を置いた場合の見映えと，食べやすさを考え，敷物ではなくテーブルとイスを制作する

ことにした。制作するための素材には地域にある廃材などを利用することを考えたが，これは思うように材料が

集まる見込みが立たなかったために断念した。そこで，ある程度の強度があり，切ったり組み立てたりなど加工

しやすく，廃棄しやすい素材として段ボールを使用してテーブルとイスを制作することにした。大学内で制作す

るため，美唄市までの運搬しやすい組み立て式が良いと考え，テーブル・イスともに，形態は，切り込みを入れ

た長方形の板を３枚組み合わせた脚部の上に六角形の天板を乗せるかたちにした。(写真２)

もうひとつ，最初のフィールドリサーチで見学した市内の花
か
卉
き
農家から花を提供いただけることになったため，

会場の四隅に装飾として設置することにした。

⑤農産物の情報収集と料理の検討

先述のとおり，美唄は米や野菜などの農産物に恵まれているため，ピクニックの料理は地域で採れるものを活

かしたいと考えた。とくに米粉は，パンやお菓子だけなく，さまざまな料理に使うことができる。米粉を使った

おもてなし料理を中心にピクニックのメニューを組み立てることで，地域らしさが出るのではないかと考え，事

前に大学内で何度かの試作と試食をおこなった。また，実際に米を育てる現場を見ることにも意味があると考え，

プロジェクトの一環として５月の田植えと，９月の稲刈りの体験もさせていただいた。

米粉を使った料理のレシピをインターネットで検索し，最初に候補にあがったのは，米粉のパンケーキやお好

み焼き，米粉団子などだった。実際に試作をおこない(写真３)，味は十分においしいものができたが，ピクニッ

クの現場で手の込んだ調理をするための機材の手配等の都合上，もう少しかんたんに調理できるものにする必要

があった。次に，料理自体は野菜などを中心とした軽いものにして，米粉は「食べられるお皿」にすることを考え

た。ピクニックの現場で出るゴミを減らすことができるため，「食べられるお皿」は良いアイディアだと思えた。

しかし試作を繰り返すうちに，皿として使えると同時に食べることもできるという適度な堅さに焼く一定の方法

を見つけることができず，これも断念した。最終的には，ピクニックの現場から少し離れた場所で調理して運ぶ

ことが可能な，米粉のクッキーと米粉のクレープを採用することにした。また米粉以外では，これも実際に収穫

を体験させていただいたハスカップを使ったソーダとスムージーを，ピクニックのメニューにすることにした。

以上の検討を踏まえて，ピクニック当日のメニューは，「米粉クレープの彩りラップサラダ」「びばいの米粉のサ

クサククッキー」「新鮮ミニトマトとバジルのピザトースト」「ハスカップのグラデーションソーダ」「ひんやりデ

ザート・ハスカップのスムージー」の５品に決まった。

写真2：段ボールを使ったテーブルとイスの制作
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⑥プログラムの検討

普通，ピクニックは，自然に人が集まり自然に解散するものであるため，事前にプログラムを組み立てて時間

どおりに実行するやり方には馴染まない。ただ，イベントとしては段取りがあらかじめわかっている方が実行し

やすいため，今回は事前にプログラムを組み立てることにした。

ピクニックのプログラムを組み立てるということは，計画する要素として，空間のほかに時間の要素が加わる

ということである。食事の彩りとして音楽がある方が良いと考え，音楽学科の学生に当日加わってもらい，その

場で演奏をしてもらうことになった。また，音楽学科の教員の厚意により，美唄をテーマとした曲「うつくしきう

た 」を作曲してもらい，当日に披露することになった。

以上をふまえて，食事の前後に，オープニング演奏とエンディング演奏，プロジェクトの趣旨説明，料理の紹

介などを加えたプログラムを事前に用意することになった。

⑦リーフレットやロゴの制作

一連のプロジェクトの視覚的イメージを統一するため，『美唄式あぜ道ピクニック』のロゴマークを制作した。

図案は，美唄市内にひろがる田んぼと遠くに見える山の風景をイメージして制作した。

またピクニック当日，前項のプログラムなどが参加者に伝わるよう，リーフレットを準備し，配布した。リー

フレットは２種類あり，ひとつは当日のプログラムとプロジェクトの趣旨が書かれたもの(写真４)で，これはピ

クニックへの招待状を兼ねている。もうひとつは，当日の料理のメニューと「うつくしきうた」の楽譜が載ったも

の(写真５)である。

写真3：米粉を使った料理の試作

写真4：プログラムとプロジェクトの趣旨を掲載したリーフレット
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3-2．ピクニック当日の様子

こうした準備をふまえて，いよいよ2013年８月25日に，『美唄式あぜ道ピクニック』を決行した。企画をした

筆者と学生らは前日から泊まりがけで美唄に滞在し，会場の準備や料理の下ごしらえをして，当日に備えること

になった。

ピクニック当日の参加者は，美唄市でフィールドリサーチ等に協力してくださった方々の中から８名，札幌大

谷大学からは企画にかかわった学生たちと筆者を含めて16名，合計24名である。時間帯は，昼食にあわせて12

時から13時とした。まず少し離れた場所に集まり，あぜ道の風景を楽しみながらピクニックの会場に移動する。

オープニング演奏のあと，プロジェクトの趣旨説明や料理の説明をして会食，という流れである。数日前から天

候があまりよくなく，数分から数十分の豪雨がときどき降る日が続いているなかでの決行となった。ピクニック

の進行の様子を，図表３にまとめる。

写真5：料理のメニューと「うつくしきうた」を掲載したリーフレット
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図表3：ピクニック当日の進行の様子

日 時 内 容

８月24日(土)

午後

【翌日の料理の準備】

ピクニック当日は，会場の準備等にも時間が

かかり，調理だけに時間を使うことができな

い。そこで，米粉クッキーやハスカップジャ

ムなど，前日のうちにできるものは準備して

おいた。

【会場に飾る花の準備】

美唄市内の花卉農家から提供いただいた花な

どを，当日会場に設置しやすいスタンドフラ

ワーのかたちに準備した。

【テーブルとイスの組み立て】

事前に制作した段ボール製のテーブルとイス

は，会場の近くに搬入してから組立・補強作

業をおこなった。

８月25日(日)

午前中

【野菜の収穫作業】

ピクニック会場を貸してくださった農家の方

が，ピクニックの料理に使用するためのトマ

ト・ミニトマト・キュウリなどを提供してく

ださった。学生たちみずからの手で，使う分

の収穫作業をおこなった。
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【ピクニック本番用の調理】

事前に練習したとおりの作業分担と手順で，

「米粉クレープの彩りラップサラダ」「びばい

の米粉のサクサククッキー」「新鮮ミニトマト

とバジルのピザトースト」「ハスカップのグラ

デーションソーダ」「ひんやりデザート・ハス

カップのスムージー」の５品を調理した。

【オープニングの段取り確認】

司会を担当する学生と，演奏をする学生たち

とで，ピクニックの始め方の段取りを相談し，

最終確認。

【テーブル・イス，料理の搬入】

見晴らしの良いあぜ道の真ん中に，組み立て

たテーブルとイスを設置し，完成した料理を

並べていった。

８月25日(日)

12：00

【参加者の会場への移動】

集合場所から会場までは，あぜ道の中を５分

ほど歩いていった。風景を楽しみながら，ピ

クニックへの期待感を高めるねらいである。
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８月25日(日)

12：10

【オープニング演奏，ピクニック開始】

参加者がそろったところで，音楽の演奏から

ピクニックをスタートした。

８月25日(日)

12：20頃

【プロジェクトの趣旨説明】

プロジェクト全体の趣旨のほか，事前のリ

サーチ・会場のしつらえ・料理などについて，

５枚のパネルにまとめて学生たちが発表し

た。

８月25日(日)

12：30頃

【会食】

美唄産のハスカップでつくったソーダで乾杯

し，会食スタート。同じテーブルの参加者同

士でメニューについて尋ねたり，食べ方を説

明したりする様子が見られた。
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ピクニックの最中に強い雨が急に降り出したため，ビニールハウスの中に一時移動するなどのハプニングは

あったものの，おおむね予定していたとおりのプログラムでピクニックを終えることができた。会食中には，参

加者同士で使われている食材や料理の食べ方について互いに説明しあったり，広々とした田んぼの景色を鑑賞し

て賞賛したりする場面が見られた。終了後にビデオで撮影した参加者からの感想として，美唄市内の参加者の方々

からは，「今日は田んぼの良い風景の中で食事ができた。こういった機会があったらまたやってみたい。」「田舎に

暮らすことの贅沢を追求した日々を送りたいと考えている。ぜひ，何もないからこそのすばらしさを再認識して

いただけたら嬉しい。」「音楽が入ったことで，非常におしゃれなピクニックになったと感じた。別な場所でもこう

した音楽のあるピクニックをやったらおもしろいと思う。」などがあった。美唄市外からの参加者からは「雨が降っ

たのは残念だが，自然はなにが起きるかわからないということを感じた。」「景色がとてもきれいだった。雨が降っ

たが，それも含めて自然がいっぱいだと感じた。」「美唄のおいしい食材の魅力を伝えるような料理ができた。美唄

の食材は見た目もきれいで，味もおいしく，美唄の良さを感じた。」「フィールドワークなどをとおして，美唄市内

の多くの方がやさしくしてくれて，なによりも人がとてもいい場所だと感じた。」などがあった。

４．まとめ：地域資源の再発見のきっかけとして

今回の『美唄式あぜ道ピクニック』は，デザイン実践といっても，ご当地グルメやご当地キャラクターを周知す

るためのイベント企画や，特産物のブランディングなどとは，デザインの手法が異なる。本実践は，美唄市にあ

る地域資源を，地域内外の人びとのコミュニケーションをとおして発見し，共有するという試みであった。この

活動をとおして，普段見落としがちな地域の価値にも目を向け，地域に対する愛着を生み出すことをねらいとし

ている。

ただし，地域おこしのためのイベント企画やブランディングを否定するものではない。それらの手法と併存し

つつ，新しいデザイン方法論として提案することができるのではないかと考えた。今回のひとつの事例だけから，

この手法が妥当かどうか，またこうしたコミュニケーションデザインが本当に地域にとって必要なのかどうかを

判断することはできないが，少なくとも，地域資源を再発見するための実践活動としての手ごたえはあったと感

じている。

近代デザインは，消費と経済の拡大を前提としながら発展してきた。いずれその限界が環境破壊やエネルギー

危機などの問題として深刻になることが指摘されてから，すでに50年ほどが過ぎようとしている。現在までの間

に，消費と経済を拡大するためではないデザインの考え方がさまざまに提案されており，「デザイン」という言葉

の使われる範囲が広がったことは前述したとおりである。ただし，それらの新しく使われはじめた「○○デザイン」

８月25日(日)

12：50頃

【「うつくしきうた」演奏】

途中で雨が降り出したため，ビニールハウス

の中に移動し，この日のために作曲された「う

つくしきうた」の演奏を披露した。

８月25日(日)

13：20頃

【記念撮影】

すぐに雨が止んだため，ふたたびあぜ道の会

場に戻り，遠くに見える山を背景に，参加者

の記念撮影をおこなった。
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という呼び方は，むしろそれまでデザインの対象とは考えられていなかったところにデザインを取り入れること

により，新たな考え方を提示する例が多いように思われる。筆者は，これまでデザインの対象と考えられていた

ところにも新しいデザインの方法論を構築し，デザインの課題として今後さらに検討していくことが必要とされ

ているのではないかと考えている。

地域のためのデザインの手法には，イベントやフェスティバルの企画，VIデザインやブランディング，広告や

キャンペーンの展開，建築や都市景観の整備，情報の中心となる施設などの整備，地域住民のためのワークショッ

プの実施など，さまざまな方法が考えられる。また実際，各地でさまざまな取り組みがおこなわれている。そう

した中で，本実践は，情報や知識を伝えるためのデザインではなく，地域内外の人びとがともに地域の価値をつ

くり出していくためのコミュニケーションデザインを試みるため，「おもてなしのデザイン」という考え方を取り

入れた。結果としては，こうした試みは地域資源を発見するためのきっかけとしては機能するという実感を得た。

しかし一方で，継続的なしくみとしては不十分であるため，そうしたしくみづくりは今後の課題としたい。
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